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2

༩౳のվਖ਼څ४ͨ͡ʹݝ

職
員・議
会
議
員・

町
長
等
の
給
与・

期
末
手
当
等
引
き
上
げ
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Ұൠ会ܭୈ̑࣍ิਖ਼༧ࢉ

　

職
員
の
給
与
の
引
き
上

げ
、
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支

給
割
合
（
０.

15
月
分
引
き
上

げ
）、
宿
日
直
手
当
の
改
正
。

　
議
会
議
員
・
町
長
等
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
の
改
正

（
０.

１
月
分
引
き
上
げ
）。

末
手
当
の
支
給
割
合
の
改
正

　
　

人
件
費
の
補
正
は
給
与
等
の

改
正
に
よ
る
も
の
か
。

　
　

議
員
お
見
込
み
の
と
お
り
で

す
。
職
員
分
は
総
額
で
３
４
０
０
万

円
ほ
ど
の
増
額
で
す
。

　
　

財
源
は
町
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
。

　
　

議
員
お
見
込
み
の
と
お
り
で

す
。

反
対

討
論

賛
成

討
論 　

引
き
上
げ
は
人
事
院
勧
告
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
町
財

政
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
議

員
定
数
も
減
ら
し
た
。

　

今
の
町
民
が
置
か
れ
て
い
る

物
価
高
で
、
手
当
を
上
げ
る
状

況
で
は
な
い
。

　

現
状
の
み
な
ら
ず
、
将
来
も

考
え
た
と
き
に
、
多
様
な
人
材

の
地
方
議
会
参
画
を
促
す
た
め

に
も
、
世
情
を
鑑
み
た
報
酬
の

改
正
は
必
要
と
考
え
る
。

岡
部　
淳
一
議
員

鈴
木　
隆
議
員

町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

多
様
な
人
材
参
画
の

た
め
に
必
要賛

成
多
数

可
決

議
会
議
員
の
期
末
手
当

引
き
上
げ
討
論
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ふ
る
さ
と
納
税
の
積
立
金
「
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
金
積
立
金
」
の

３
０
０
万
円
の
増
額
は
町
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
に
な
る
か
。

　
　

プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
増
額

（
一
般
会
計
第
４
次
補
正
予
算
）

町
の
特
産
品
が
ふ
る
さ
と
納

税
で
ど
ん
ど
ん
周
知
さ
れ
る

と
い
い
ね
。

　
　

人
気
の
返
礼
品
は
何
か
。

　
　

３
２
８
件
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
返
礼
件
数
が
多
い
の
は
み
そ
や
組

手
什(

く
で
じ
ゅ
う)

、
こ
ん
に
ゃ
く

で
す
。

　

返
礼
金
額
が
多
い
の
は
革
バ
ッ
グ

や
組
手
什(

く
で
じ
ゅ
う)

、
み
そ
、

日
本
酒
な
ど
で
す
。

ٞҊ৹ٞͱ֤ٞ員 の ࢍ ൱��݄ఆྫ会ͳͲ

議案
第73号

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度古殿町一般会計第３次補正予算）　 承

認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
10月27日に執行された衆議院議員総選挙により837万8,000円を増額する

議案
第74号

町長等の給与の特例に関する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険料徴収誤りを受けて町長、副町長の給料を１か月10％減額（P６に掲載）

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案番号 議　案　名 採
決

根
本
重
一

根
本
太
郎
兵
衛

鈴
木

隆

野
崎
喜
彦

佐
川
勇
司

佐
藤
一
夫

岡
部
淳
一

木
戸
久
康

松
崎
法
通

緑
川
栄
一

ୈ̏ճྟ࣌会ʢ��݄̔೔ʣ

議案
第75号

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

県の改正に準じて期末手当等を引き上げる（P２に掲載）

議案
第76号

令和６年度古殿町一般会計第４次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ふるさと納税の増額などにより4,169万6,000円を増額する（P３掲載）

議案
第77号

令和６年度古殿町国民健康保険特別会計第３次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職員の人件費増などにより120万5,000円を増額する

議案
第78号

令和６年度古殿町介護保険特別会計第３次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職員の人件費増などにより64万4,000円を増額する

議案
第79号

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 可

決 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇
県の改正に準じて期末手当を引き上げる（P２に掲載）

議案
第80号

町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇

県の改正に準じて期末手当を引き上げる（P２に掲載）

議案
第81号

令和６年度古殿町一般会計第５次補正予算 可
決 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇議会議員と町長等の期末手当の引き上げにより58万4,000円を増額す

る（P２に掲載）

��݄ఆྫ会
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࡯ࢹτΠϨ౳Λࣷߍߍத఼ֶݹ
　総務常任委員会は古殿中学校の校舎トイレと校舎周辺のイノシシ被害状況などを視察
しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。

イノシシによる被害を確認する議員

総務常任委員会
副委員長　根本太郎兵衛議員

ҙݟ

ʢࣷߍτΠϨʣ
〇可能な範囲での対応(臭気対策、

温水洗浄便座)をお願いしたい。
〇臭気はそれほどでもなかった。
ʢΠϊγγඃ֐ʣ
〇猟友会に助言をいただき、ワイ

ヤーメッシュなどの対応・方策を
考えてはどうか。
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嵐山町議会の取り組み
・本会議のYouTube配信
・議会報告会で町民との意見交換会
・議場の開放（コンサートの開催等）
・私立高校生のハイスクール議会の開催

嵐山町議会議場での視察

ٞ会ӡӦ委員会
　議会運営委員会では11月20日から21日まで視察研修を行いました。嵐山町議会は議会基本条
例や政治倫理条例を制定するなど議会改革に積極的で、全国表彰も受賞しており、その議会運営
方法を学びました。

ٞ会վֵΛ໨ͯ͠ࢦ
埼玉県嵐

らんざ ん ま ち

山町ݚ࡯ࢹम
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　　　　　道の駅ふるどの基本構想・基本計画
ಓのӺのߏ૝Λٞڠ

　12月13日に開催された全員協議会では道の駅の素案が示され、それらを基に協議を行
いました。

主な内容
・令和６年度に都市計画法に基づく開発許可申請を行う
・駐車場の拡張（普通車のスペースを現在の43台から約80台に増やす）
・屋内イベントスペースやキッズスペースの設置
・既存の直売所を多目的施設としてチェンソーアート作品を展示
・トイレの器数を増やす

࣭ٙ
2�現在の進入路は危険ではないか。
" 総合的な影響を含めて比較すると、既存の進入路案がいいのではないかと考えます。
2�国土交通省が選定する防災道の駅にする予定は。
" 避難場所という位置づけをして、補助等々も受けられるような形でやっていきたい
と考えます。

2�既存の道の駅の建物は活用できる状況なのか。
" 改修等は必要になりますが、建物自体は利用したいと考えます。

શ員ٞڠ会
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　10月16日に開催された全員協議会で、介護保険料の徴収誤りについて一連の
経過が説明されました。11月８日の臨時会ではその責任を受けて町長等の給与の
１か月10％減額の議案が提出され、可決しました。

հޢอݥྉ௃ऩޡΓʹΑΔڅ༩ֹݮ

全員賛成可決　町長等の給与の特例に関する条例
【内容】介護保険料徴収誤りを真摯に受け止め、町長と副町
長の給与を１月、100分の 10を減額するもの。

議案第 74号

શ員ٞڠ会࣭ ʢٙ��݄��೔ʣ
2�介護保険料徴収誤りは以前にもあっ

たのか。
" １件ありました。平成19年には国保
税の誤りがありました。

2�全戸訪問の際の町民の反応は。
" 厳しい意見をいただくこともありま
した。もう一度気を引き締めて取り
組みます。

2�事務量が多すぎないか。
" 前もって計画されている業務であり、
仕事の配分の中で対応していました。

ྟ࣌会࣭ ʢٙ��݄̔೔ʣ
2�単純なミスなのか。
" 全員協議会でご指摘いただいたマ
ニュアル等は現時点で作成していま
すが、単純なミスと認識しています。

2�職員の意思疎通に問題はなかったのか。
" その点では問題はないと認識してお
ります。

2�この事態で対応した職員への手当は。
" 管理監督する者以外の係員に対する
予定外の時間外手当が発生しました。

աܦ
〇再発防止策
・再確認の徹底
・マニュアルを強化し、チェック
リストとともに手順を徹底
・複数職員による確認の徹底

〇町から日本年金機構に誤ったデータを送信
〇８月15日、公的年金から町が誤った額の
　保険料を徴収
〇９月10日に徴収誤りが判明
　・過少徴収319件　194万4,200円
　・過大徴収321件　211万3,376円
〇９月27日にお詫びと説明のため
　全戸訪問を開始
〇９月30日に一通りの訪問を終了

ྟ࣌会
ɾ

શ員ٞڠ会
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根 本 重 一 議員 ………………………………　８
（１）令和７年度の事業計画と財源の確保について

木 戸 久 康 議員 ……………………………  11
（１）諸事業、諸行事に対する町の考えを問う

佐 川 勇 司 議員 ……………………………  12
（１）町民の健康管理について

鈴 木 　 隆 議員 ………………………………　10
（１）人、農地プランから地域計画への策定進捗
　　  状況および集約化できない遊休農地について

（２）公共交通最適化業務の進捗状況について
（３）賦課事務誤り再発防止対策対応について

野 崎 喜 彦 議員 ………………………………　９
（１）主要事業の進捗と
　　  今後の取り組みについて問う

（２）子どもを取り巻く
　　  学習環境等の整備について

岡 部 淳 一 議員 ……………………………… 13
（１）町教育環境の現状と今後の見通し
（２）西渡団地移転の現状と
　　  今後の住宅建て替え

（３）町農業の展望と来年度の米づくり
（４）公益通報制度について

　一般質問は 12 月 18 日に６人の議員が 12 問の質問を行いました。質疑の一部を要約してお
伝えします。

町政を質す
町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

一
般
質
問

  上松川公民館事業  　11 月 10 日（日）、区民の健康増進と交流を目的に「憩いの森ハイキングと組手什（くでじゅう）
組立体験会」が行われ、ハイキングの後、町のふるさと納税返礼品で人気を博している組手什に触れ、多くの区民が
初めての組立体験を楽しんでいました。（鈴木隆）

ٞձτϐοΫεᶃ
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根
ね も と

本　重
しげかず

一 議員

早期開通が望まれる越代熊倉線

草木染め体験で町おこしする協力隊員

࣍೥౓事業ܭը࣍೥౓事業ܭը࣍೥౓事業ܭը࣍೥౓事業ܭը࣍೥౓事業ܭը࣍೥౓事業ܭը࣍೥౓事業ܭը࣍೥౓事業ܭը࣍೥౓事業ܭը2 令和７年度の
　 事業計画は
" 「みんながいつも元気でいられる
　 活気あふれる町」の実現を目指します

 

根
本　

新
年
度
の
予
算
編

成
に
対
す
る
基
本
方
針
は
何

か
。

 

町
長　

持
続
可
能
な
自
治

体
経
営
を
行
う
た
め
、
事
業

別
予
算
説
明
書
を
活
用
し
事

業
分
析
を
行
い
ま
す
。

　
「
第
７
次
振
興
計
画
」
の

実
現
に
向
け
て
、
効
果
的
・

効
率
的
な
予
算
編
成
を
行
い

ま
す
。

 

根
本　
「
第
７
次
振
興
計

画
」
の
基
本
計
画
で
、
特

に
取
り
組
む
べ
き
も
の
は
何

か
。

 

町
長　

基
本
計
画
は
、
人

づ
く
り
分
野
、
健
康
・
生
き

が
い
分
野
、
安
心
・
安
全
分

野
、
産
業
分
野
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
分
野

も
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

根
本　

主
な
継
続
事
業
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

 

町
長　
国
、
県
の
補
助
金
・

交
付
金
や
地
方
債
の
財
源
の

確
保
に
努
め
な
が
ら
、
事
業

の
進
捗
並
び
に
完
了
に
向
け

て
推
進
を
図
り
ま
す
。

 

根
本　

新
た
な
少
子
化
対

策
へ
の
取
組
は
あ
る
か
。

 

町
長　

令
和
７
年
度
の
当

初
予
算
に
つ
い
て
各
課
か
ら

の
予
算
要
求
時
期
で
あ
り
、

具
体
的
な
も
の
は
確
定
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整

備
を
念
頭
に
、
今
後
何
が
で

き
る
か
検
討
し
ま
す
。

 

根
本　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
は
。

 

町
長　

現
在
３
名
の
協
力

隊
員
が
活
動
し
て
い
る
が
、

２
名
に
つ
い
て
は
令
和
６
年

　
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成

に
当
た
り
、
国
や
県
の
動
向

や
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
第

７
次
振
興
計
画
に
基
づ
く
、

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
、
予
算
編
成

が
望
ま
れ
る
。

な
ど
の
特
定
財
源
を
掘
り
起

し
ま
す
。
歳
出
面
は
効
率
的

な
事
業
執
行
を
精
査
す
る
こ

と
で
、
一
般
財
源
を
確
保
し

ま
す
。

 

根
本　

債
務
の
返
済
計
画

は
。

 

町
長　

現
時
点
で
の
ピ
ー

ク
が
令
和
７
年
度
で
、
そ
の

後
償
還
額
は
減
少
し
て
い
き

ま
す
。
償
還
計
画
は
、
今
後

の
地
方
債
の
借
り
入
れ
に
よ

り
変
動
し
ま
す
。

度
で
任
期
満
了
し
ま
す
。

 

根
本　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
今
後
、
望
む
こ
と
は
。

 

町
長　

引
き
続
き
募
集
を

行
い
、
地
域
協
力
活
動
を

担
っ
て
い
た
だ
き
、
定
住
・

定
着
を
目
的
と
し
、
地
域
力

の
維
持
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

 

根
本　

財
源
の
確
保
は
ど

の
よ
う
な
見
通
し
か
。

 
町
長　

予
算
編
成
時
に
、

国
・
県
の
補
助
金
や
地
方
債

  田口地区自主防災訓練を開催  　今年で第２回目となる田口地区の防災訓練が 11 月 24 日 ( 日 ) に田口集落センターで
開催されました。31 人の参加者は「消火器の使い方」「心肺蘇生法」や「煙体験」など真剣に受講・体験していました。参加
者の１人 (50 代女性 ) は、「いざという時にどうすれば良いのかを体験できてとても良かった」と話していました。( 野崎喜彦 )

ٞձτϐοΫεᶄ
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野
崎　
「
地
域
公
共
交
通
最

適
化
事
業
」
の
令
和
７
年
度

の
計
画
は
。

 

町
長　
国
の
施
策
の
情
報
収

集
を
し
、
最
適
な
公
共
交
通

体
系
を
引
き
続
き
検
討
し
ま

す
。

ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業
 

野
崎　
「
道
の
駅
の
基
本
構

想
・
基
本
計
画
策
定
業
務
委

託
」
の
全
容
は
。

 

町
長　
基
本
構
想
や
基
本
計

画
、
検
討
委
員
会
の
運
営
支

援
な
ど
で
す
。

 
野
崎　

道
の
駅
設
置
構
想

計
画
に
向
け
た
「
検
討
委
員

会
」
の
討
議
内
容
は
。

 

町
長　

施
設
の
構
想
案
の

検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
建
物
の
位
置
や
規
模
な

ど
つ
い
て
の
意
見
等
が
出
た

の
で
参
考
に
し
ま
す
。

 

野
崎　
「
新
・
道
の
駅
」
の

計
画
、
予
定
は
。

 

町
長　
開
発
許
可
の
申
請
の

準
備
を
し
て
い
ま
す
。
許
可

後
に
敷
地
造
成
に
着
手
し
ま

す
。

レ
ッ
ト
１
台
ず
つ
、
学
校
ご

と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

 

野
崎　

子
ど
も
子
育
て
支

援
の
実
績
と
今
後
は
。

 

教
育
長　

給
食
費
の
無
料

化
や
漢
字
・
英
語
検
定
料
の

補
助
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
要
望
や
必
要
性

を
検
討
し
な
が
ら
進
め
ま

す
。

 

野
崎　

学
校
の
再
編
に
対

す
る
計
画
と
方
向
性
は
。

 

教
育
長　
定
例
教
育
委
員
会

や
総
合
教
育
会
議
で
話
し
合

い
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

野
崎　
「
こ
ど
も
基
本
法
」

に
則
っ
た
取
組
は
。

 

教
育
長　
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ヒ
ル
ズ
研
修
や
職
場
体
験
、

中
学
生
議
会
な
ど
で
す
。

 

野
崎　
「
中
学
生
議
会
」
開

催
の
目
的
は
。

 

教
育
長　
地
域
社
会
に
関
心

を
持
ち
、
積
極
的
に
地
方
政

治
に
参
加
す
る
主
権
者
意
識

の
基
礎
を
養
う
こ
と
で
す
。

 

野
崎　

児
童
生
徒
へ
の
パ

ソ
コ
ン
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

教
育
の
現
状
は
。

 

教
育
長　

情
報
モ
ラ
ル
の

重
要
性
と
ネ
ッ
ト
の
危
険
性

を
指
導
し
て
い
ま
す
。
タ
ブ

2 主要事業の進捗と
　 今後の取り組みは
" 道の駅は開発許可の準備をしています

野
の ざ き

崎　喜
よしひこ

彦 議員

週末多くの客で賑わう道の駅

町政に様々な提案がなされた
中学生議会

2 子どもを取り巻く
　 学習環境の整備は
" 学校再編は話し合いを
　 進めています

ֶशֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शڥ؀

  鎌田の文化財を訪ねてみました  　11 月 10 日（日）、文化財をたどる鎌田ウォ－キングが晴天のもと開催されました。
彦根寺から大黒天、松岩観音堂、亀堂院跡地、古峯神社、淵の上石仏群、田中田館、鎌田八幡神社までの約 4Km コ
－スで、鎌田の魅力を再認識する歴史散策でした。（根本重一）

ٞձτϐοΫεᶅ
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鈴
す ず き

木　隆
たかし

 議員
 

鈴
木　
結
果
デ
ー
タ
の
傾
向

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
解
析
が
得

ら
れ
た
か
。

 

町
長　

所
有
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
よ
る
規
模

縮
小
の
意
向
が
あ
る
一
方
、

今
後
も
耕
作
し
た
い
、
あ
る

い
は
規
模
拡
大
し
た
い
所
有

者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
貸
し

手
、借
り
手
の
意
向
に
よ
り
、

段
階
的
に
集
約
化
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

ま
し
た
。

 

鈴
木　
地
域
計
画
お
よ
び
目

標
地
図
の
策
定
状
況
は
。

 

町
長　

10
地
区
で
の
座
談

会
が
終
了
し
、
そ
の
意
見
を

反
映
し
て
今
年
度
末
ま
で
に

策
定
し
ま
す
。

 

鈴
木　

全
体
の
構
想
は
定

ま
っ
た
の
か
。

 

町
長　

先
進
事
例
等
を
参

考
に
、
当
町
に
適
し
た
も
の

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

鈴
木　

今
現
在
の
課
題
、
障

害
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
。

 

町
長　

事
業
者
の
確
保
等

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 

鈴
木　
福
島
県
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
に
よ
る
路
線

バ
ス
再
編
で
の
影
響
は
。

 
町
長　

福
島
交
通
が
運
行

す
る
竹
貫
田
線
、
仁
田
線
に

つ
い
て
起
終
点
が
石
川
町
内

で
延
伸
す
る
計
画
が
あ
り
、

そ
の
影
響
と
し
て
赤
字
額
が

増
え
る
見
込
み
で
す
が
、
路

線
維
持
の
た
め
の
国
や
県
の

補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
町
か
ら
の
赤
字
補
て
ん

は
減
る
予
定
で
す
。

 

鈴
木　

集
約
化
で
き
な
い
、

条
件
が
良
く
な
い
農
地
は
保
全

区
域
化
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

何
ら
か
の
支
援
を
考
え
て
い
る

か
。

 

町
長　

中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
、
多
面
的
支
払

交
付
金
の
受
皿
組
織
の
活
動

に
よ
り
、保
全・管
理
を
行
っ

て
い
く
こ
と
で
、
農
地
を

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

ࡦ௨ରަڞެࡦ௨ରަڞެࡦ௨ରަڞެࡦ௨ରަڞެࡦ௨ରަڞެࡦ௨ରަڞެࡦ௨ରަڞެࡦ௨ରަڞެࡦ௨ରަڞެ

೶業੓ࡦ೶業੓ࡦ೶業੓ࡦ೶業੓ࡦ೶業੓ࡦ೶業੓ࡦ೶業੓ࡦ೶業੓ࡦ೶業੓2ࡦ 今後の農地利用に関する
　 地権者への意向調査の結果は
" 約 40％が現状維持の意向で
　 約 37％が売却等、規模縮小の意向です

2 公共交通最適化業務は
　 いつまでに完遂し開始するのか
" 可能な限り早期に
　 開始できるよう努めます

「
賦
課
事
務
誤
り
再
発
防

止
対
策
対
応
に
つ
い
て
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

 

そ
の
他
の

࣭
໰

新たな公共交通体系が望まれる福祉バス

今後の農地利用について
全ての農地地権者にアンケート調査が行われた

  湯殿山神社例大祭  　9 月 7 日（土）、今年も大久田地区湯殿山神社例大祭で奉納相撲が開催され、町内外から多
くの青年の皆さんが参加し、熱い取組が行われました。（佐川勇司）ٞձτϐοΫεᶆ
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ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業ओཁ事業

木
き ど

戸　久
ひさやす

康 議員

 

木
戸　

各
行
政
区
へ
慣
例

的
に
支
出
し
て
い
る
助
成
金

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

 

町
長　
各
行
政
区
へ
は
区
長

委
託
料
、
班
長
報
償
を
支
出

し
、
関
連
団
体
へ
は
地
区
公

民
館
委
託
料
を
支
出
し
て
い

ま
す
。

 

木
戸　

来
年
度
以
降
の
敬

老
会
の
あ
り
方
は
。

 

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
中
止
に
な
る
以

前
は
３
０
０
人
以
上
だ
っ
た

出
席
者
は
１
６
０
人
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
来
年

度
以
降
は
近
隣
町
村
の
動
向

も
踏
ま
え
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 

木
戸　

流
鏑
馬
の
町
ふ
る

ど
の
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、

何
を
も
っ
て
流
鏑
馬
の
町
と

認
識
し
て
い
る
の
か
。

 

町
長　
八
百
有
余
年
の
歴
史

を
誇
る
流
鏑
馬
が
伝
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と

捉
え
て
お
り
ま
す
。

 

木
戸　

町
の
馬
３
頭
の
現

在
の
状
況
は
。

 

町
長　

所
有
者
で
あ
る
流

鏑
馬
保
存
会
が
飼
育
し
て
お

り
、
今
年
の
八
幡
神
社
例
大

祭
で
の
流
鏑
馬
、
笠
懸
の
神

事
や
流
鏑
馬
大
会
で
も
使
用

し
て
お
り
ま
す
。

 
木
戸　

流
鏑
馬
保
存
会
は

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
助
成
金
額

は
い
く
ら
か
。

 

町
長　

流
鏑
馬
の
射
手
育

成
の
た
め
の
教
室
や
流
鏑
馬

大
会
の
開
催
、
例
大
祭
へ
の

協
力
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
町
か
ら
の
助
成
等
は
昨
年

度
、
保
存
会
へ
の
運
営
経
費

補
助
で
17
万
円
、
馬
の
飼
育

管
理
補
助
で
３
５
０
万
円
、

流
鏑
馬
射
手
地
域
間
交
流
事

業
委
託
料
と
し
て
２
０
０
万

円
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。

 

木
戸　

八
幡
神
社
例
大
祭

の
現
況
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

 

町
長　
基
本
的
に
奉
賛
会
の

運
営
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。

 

木
戸　

道
の
駅
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

 

町
長　

開
発
許
可
の
申
請

に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
ま

す
。

2 八幡神社例大祭の現況は
" 基本的には奉賛会の運営です

人数の減った例大祭の祭典行列

コロナ禍前より参加者が減った敬老会

  鎌倉岳清掃登山  　１２月１日（日）、古殿町山遊会のメンバーで、大作登山口から山頂までごみを拾いながら登山を
実施しました。心ない人が捨てたごみを拾いながらも、山頂に立てば気分は爽快。( 松崎法通 )ٞձτϐοΫεᶇ
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ࡦࢪ߁݈ࡦࢪ߁݈ࡦࢪ߁݈ࡦࢪ߁݈ࡦࢪ߁݈ࡦࢪ߁݈ࡦࢪ߁݈ࡦࢪ߁݈ࡦࢪ߁݈

佐
さ が わ

川　勇
ゆ う じ

司 議員

 

町
長　

人
間
・
脳
ド
ッ
ク

の
取
組
を
始
め
て
30
年
以
上

経
過
し
、60
代
の
方
が
多
く
、

直
近
５
年
間
の
平
均
受
診
者

数
は
年
１
０
０
人
ほ
ど
で

す
。

 

佐
川　

人
間
・
脳
ド
ッ
ク

の
対
象
年
齢
枠
を
70
歳
前
半

ま
で
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

 

町
長　

医
療
機
関
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
受
入
人
数
、
予

算
面
か
ら
設
け
て
き
ま
し
た

が
、
状
況
を
精
査
し
検
討
し

ま
す
。

 

佐
川　

健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
内
の
運
動
室
の
活
用

は
。

 

町
長　

令
和
６
年
度
、
４

月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
数
字

に
な
り
ま
す
が
、
延
べ
町

内
者
６
３
９
４
人
、
町
外

者
２
０
７
４
人
が
健
康
づ
く

り
、
体
力
づ
く
り
に
利
用
し

て
お
り
ま
す
。

　
医
療
技
術
も
進
歩
し
、
健

康
寿
命
を
い
か
に
伸
ば
す
か

が
大
事
か
と
思
う
。
加
速
化

す
る
社
会
環
境
・
様
々
な
ス

ト
レ
ス
や
食
生
活
の
変
化
に

よ
り
、
近
年
、
が
ん
と
診
断

さ
れ
る
の
は
２
人
に
１
人
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
下
で
大
事
な
の

は
、
病
魔
の
早
期
発
見
と
健

康
管
理
で
あ
る
。

 

佐
川　

町
民
の
健
康
管
理

の
取
組
に
は
大
き
く
ど
ん
な

検
診
が
あ
る
か
。

 

町
長　

特
定
健
康
診
査
と

が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。

 

佐
川　

人
間
・
脳
ド
ッ
ク

の
取
組
の
経
過
年
数
と
、
近

年
の
受
診
者
年
齢
層
と
受
診

者
数
は
。

 

町
長　

カ
ラ
ダ
づ
く
り
や

健
康
増
進
の
た
め
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
令
和
５
年
度

に
お
い
て
累
計
３
４
５
２
人

の
方
が
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

 
佐
川　

町
民
水
泳
プ
ー
ル

の
町
内
外
利
活
用
は
。

町内外の方に利用されている温水プール

健康づくりに活用されている運動室

2 人間・脳ドック検診の
年齢枠を伸ばすことはできないか
" 状況を精査し検討します

  鳥獣被害防止対策モデル地区に指定‼  　有害鳥獣により農作物への被害対策を講じる必要がある集落として、福島県か
ら田口・松森地区が指定を受けました。この事業は３か年計画で、特に被害が大きいイノシシに対する出没の実態把握や調査、
イノシシの生態系や能力などについての勉強会なども開催。運営主体は「松森を守り創ろう会 ( 会員１２名 )」。( 野崎喜彦 )ٞձτϐοΫεᶈ
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教
育
長　
定
例
教
育
委
員
会

や
統
合
教
育
会
議
で
話
し
合

い
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

岡
部　

給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
も
意
見
が
出
て
い
る

が
、
自
校
方
式
や
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
る
な

ど
の
方
向
性
は
考
え
て
い
る

か
。

 

教
育
長　
現
時
点
で
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

 

岡
部　

現
在
の
住
宅
土
地

借
地
に
つ
い
て
の
協
議
は
ど

う
な
っ
た
の
か
。

 

町
長　

関
係
者
か
ら
の
意

向
を
伺
っ
た
状
況
で
す
。

 

岡
部　

今
後
老
朽
化
に
よ

る
建
替
え
は
ど
こ
が
い
つ
頃

予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

町
長　
町
営
横
小
路
団
地
、

横
川
団
地
で
す
が
、
時
期
に

つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
未
定

で
す
。

　
西
渡
団
地
移
転
新
築
工
事

が
進
め
ら
れ
、
外
観
が
見
え

始
め
ま
し
た
。
町
営
住
宅
を

ど
こ
に
ど
れ
だ
け
供
給
す
る

か
は
、町
民
要
求
を
踏
ま
え
、

計
画
に
基
づ
い
た
も
の
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

 

岡
部　

新
築
し
て
い
る
団

地
入
り
口
部
分
に
ブ
ロ
ッ
ク

擁
壁
が
積
ま
れ
た
が
、
積
ん

だ
意
味
合
い
と
、
引
き
続
く

土
地
に
も
擁
壁
が
積
ま
れ
る

の
か
。

 

町
長　

進
入
路
を
東
側
か

ら
北
側
へ
と
敷
地
内
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
積
み
ブ

ロ
ッ
ク
を
計
画
し
ま
し
た
。

引
き
続
く
土
地
へ
の
施
工
は

計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

ֶशֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शֶڥ؀शڥ؀

町営住宅事業町営住宅事業町営住宅事業町営住宅事業町営住宅事業町営住宅事業町営住宅事業町営住宅事業町営住宅事業

2 中学校改修に
　 ついての方向性は
" 定例教育委員会などで
　 話し合っています

2 住宅土地の借地についての協議は
" 関係者からの意向を
　 伺った状態です

　

自
治
体
共
通
の
認
識
は
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
で
あ
り
、
人
口
減

少
の
中
で
児
童
生
徒
数
も
著

し
く
減
っ
て
い
る
現
状
に
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

 
岡
部　

児
童
生
徒
数
の
減

少
に
よ
り
難
し
い
点
は
。

 
教
育
長　
小
学
校
で
は
鼓
笛

隊
の
編
成
や
縦
割
り
清
掃
班

の
編
成
で
す
。
中
学
校
で
は

部
活
動
編
成
が
課
題
で
す
。

そ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、

今
年
度
、
部
活
動
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
協
議
し
ま

す
。

 

岡
部　

中
学
校
改
修
に
つ

い
て
様
々
な
町
民
の
声
が
出

て
い
る
が
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
ど
の
段
階
な
の

か
。

創立 50 周年を迎えた古殿中学校

造成工事が進む前木団地

  古殿八幡神社例大祭  　１０月１３日（日）、流鏑馬教習生が馬の世話をはじめ、準備や片付けなどに協力し、役者が
立派に流鏑馬を奉納しました。小林和平の狛犬も見事ですが、祭りを通じて地域や町の賑わいが大切だと感じました。 
( 松崎法通 )ٞձτϐοΫεᶉ

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

「
町
農
業
の
展
望
と
来
年

度
の
米
づ
く
り
」
と
「
公

益
通
報
制
度
に
つ
い
て
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

 

そ
の
他
の

࣭
໰
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一般質問に多くの傍聴者が訪れた

　12月18日の一般質問で傍聴者に用紙を配付し、感想を書いていただきました。様々なご意見をいた
だき 、 ありがとうございました。 

๣ௌऀのํ͔Βの੠

๣ௌऀ��ਓ

　開かれた議会を目指して

お越しいただき
ありがとうございました。

感想は要約して
記載しています。

初めての議会傍聴でした。町と議員の真剣なやり取りが新鮮でした。
また行ってみたいと思いました。また、議会のオンライン配信は
できないのでしょうか。ぜひともオンライン配信をお願いします。

質問内容がよく調べられていると思いました。
答弁もよかったと感じました。
分かりやすい質問・答弁をお願いします。

オンライン化を進めるなどして、誰もが関心を持てる
議会にしてほしいと思います。

ٞ会๣ௌ

質問事項の内容等が詳細に調べられており、町の発展向上に
対し、前向きに取り組む姿に感謝します。地域おこしなど、具体
的な質疑応答がなされてとても良好でした。

道の駅の基本構想の業務委託の内容を、町民にチラシ等で公開
して意見を求めるべきだと思います。
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◆表紙の写真によせて◆
今号の表紙を飾るのは古殿町高校生アスリート、日大東北高校陸上部２年生の小針星砂（こばり せ

いさ・鎌田出身）さんと酒井佑真（さかい ゆうま・下山上出身）さんです。古殿中学校で近藤仁一先生の
指導を得て、中学生時代からすでに頭角を現しました。

第64回福島県高等学校新人陸上競技大会で小針さんは男子
100ｍ、男子200ｍ、男子４×100ｍリレーを制して三冠を達成。

酒井さんは男子砲丸投と男子円盤投で二冠を達成し、青森県で
開催された東北大会に出場しました。

令和７年度は高校生最後の３年生となります。窪木一茂選手
（自転車競技）に続くオリンピック出場も夢でない２人に、町民の
皆さんのエールをお願いします。（根本重一）

௥੻Ϩϙʔτ
ͦのޙ
Ͳ͏ ͳͬ ʁͨ

/P���

テーマ 道の駅拡張に向けたアイデアは

　道の駅拡張に向けたアイデアの集約をどのように考え
ているのか。

2ɹྩ࿨̒೥݄̏Ұൠ࣭໰͔Β

̖ɹ町௕౴ห

いろいろな意見を聴くことも大切であり、今後検討します。

どんな道の駅にしたいか
皆で考えているんだね。

その後の
対　　応

ٞձٞһͷߏ૝͕
ʹըͷૉҊܭຊج
औΓೖΕΒΕͨ

　全員協議会で町長に提言され
た道の駅の構想が、現段階で基
本計画の素案に取り入れられま
した。

しみもっちー

平成27年の
中学生議会
で誕生！

基本計画の検討が進む道の駅（敷地総面積1万8,687平方メートル）



16

作業の様子
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古
殿

町
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

も
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す

古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

議会を傍聴してみませんか
次回の
定例会

 
No.

上旬

今回紹介するのは、「株式会社高木電器」の皆さんです。
18

３月

＊会社の設立を教えてください。

創業 60周年、県内全域に事業拡大。

社員一丸となって社会貢献を。

　昭和 39年 12 月 12 日、創業者である高木利男が鎌
田字長光地に高木電器を開業以来、令和６年で創業 60
年目を迎えました。令和 4年には、高木純子が代表取
締役に就任しました。
　創業当時は家電販売店を営んでおりましたが、昭和
45年からNHK 難視聴対策に伴うテレビ共同受信施設
設置を始めました。その後、一般難視共聴施設設置、東
京電力送電線電波障害対策工事や防災無線等の設置業務
など、福島県内全域に事業拡大し現在に至っております。

＊会社における基本的な考え方は何ですか。

　長年培ってきた同軸ケーブルや光ファイバーケーブルの専門的技術力と施工品質、そして
福島県内全域をカバーする体制と機動力を活かし、更なる向上を目指します。そして、安全
第一を心がけながら各地域テレビ共同アンテナ施設の皆様へ安定したテレビ電波の確保・維
持を通じて、社員一丸となって社会貢献したいと思います。

株式会社高木電器の皆さん

https://w
w
w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/




